
第2部経営学科カリキュラムマップ（専⾨教育科⽬）

法律・経済等経営 会計ファイナンス演習 マーケティング

グループ経営論
経営史
⽇本経営史
⼈的資源管理論
⼈的資源開発論
ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ論
ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ経営論
経営学史
現代経営管理
思想史

⽣産システム論
⽣産ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ技法
経営情報論
情報システム論

国際経営基礎論
国際経営論
ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
技術経営

コンピュータ概論

中⼩企業経営論
ベンチャー企業論
企業評価論
グローバル戦略論
経営財務論
投資決定論

経営学特講Ａ
経営学特講Ｂ
経営学特講Ｃ
経営学特講Ｄ
ｷｬﾘｱﾃﾞﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ
特講Ａ
ｷｬﾘｱﾃﾞﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ
特講Ｂ

財務会計論基礎
財務会計論応⽤
税務会計論基礎
税務会計論応⽤
経営管理会計論
経営監査論
会計監査論
証券投資論
ファイナンス特講Ａ
ファイナンス特講Ｂ

消費者⾏動論
ｻｰﾋﾞｽ･ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ論
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ論
国際マーケティング論

マーケティング特講Ａ
マーケティング特講Ｂ
マーケティング特講Ｃ
マーケティング特講Ｄ

卒業論⽂

演習Ⅲ
演習Ⅳ

プロジェクト
研究Ⅴ

経営専⾨英語

経営実⽤英語⼊⾨Ａ
経営実⽤英語⼊⾨Ｂ

経営資格英語Ａ
経営資格英語Ｂ

経営資料多読英語Ａ
経営資料多読英語Ｂ

経営学研究英語Ａ
経営学研究英語Ｂ

海外企業実地研修Ⅰ
海外企業実地研修Ⅱ

海外経営研修

海外語学セミナー

演習Ⅰ
演習Ⅱ

プロジェクト
研究Ⅲ

プロジェクト
研究Ⅳ

基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ

プロジェクト
研究Ⅰ

プロジェクト
研究Ⅱ

２
年

１
年

⺠法Ａ
⺠法Ｂ
商法Ａ
商法Ｂ
会社法Ａ
会社法Ｂ
経済法Ａ
経済法Ｂ
雇⽤関係法A
雇⽤関係法Ｂ
法哲学Ａ
法哲学Ｂ

【専⾨教育科⽬基礎】 （6単位以上の修得が必要）

現代の経営 経営学 現代のマーケティング マーケティング論 現代の会計学 会計学

職業指導Ａ
職業指導Ｂ
産業組織論Ａ
産業組織論Ｂ

経済哲学Ａ
経済哲学Ｂ
多国籍企業論Ａ
多国籍企業論Ｂ
国際⾦融論Ａ
国際⾦融論Ｂ
⽇本経済論Ａ
⽇本経済論Ｂ
現代中⼩企業論Ａ
現代中⼩企業論Ｂ
社会政策Ａ
社会政策Ｂ
経済発展論Ａ
経済発展論Ｂ
労働経済学Ａ
労働経済学Ｂ
環境管理適正技術論

ここに⽰した専⾨教育科⽬の中から84単位以上を修得する必要があります。

３
年

４
年

流通論
現代の流通

簿記原理Ⅰ
簿記原理Ⅱ
⾦融論
⾦融システム論
ファイナンス論

企業論
経営組織論
組織⾏動論
経営分析論
競争戦略論

企業戦略論
意思決定論
情報処理実習Ａ
情報処理実習Ｂ

各科⽬が配置されている学年は、その科⽬をはじめて履修することができる学年を⽰しています。
例えば、２年次に配置された科⽬は３年次や４年次に履修することができます。

DP４︓経営現象を正確に把握し、適切な⽅法で分析し、その結果を論理的でわかりやすく表現できるスキルを備えている。＜技能・表現＞

DP１︓経営、マーケティング、会計ファイナンスの3つの分野における幅広い知識と応⽤⼒を備えている。＜知識・理解＞

DP２︓経営⽬標を実現するための⽅策を、経済、社会、技術動向を踏まえた上で、戦略的、論理的、創造的に考えることができる。＜思考・判断＞

DP３︓実社会における経営現象に関⼼があり、問題意識を常に持ち、グローバルな視点で経営を捉えようとする態度を備えている。＜関⼼・意欲・態度＞

DP５︓幅広い教養に基づき、社会的課題に対する⾃らの考え⽅やものの⾒⽅を持つことができるとともに、⼗分な外国語能⼒を持ち、異なる⽂化的背景を持つ⼈々とコミュニケー
ションができる。＜知識・理解、思考・判断、技能・表現＞
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